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(百万円未満切捨て)

１．2025年７月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年８月１日～2025年１月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年７月期中間期 16,033 36.1 1,065 92.7 1,072 96.6 571 105.0

2024年７月期中間期 11,778 － 552 － 545 － 279 －

(注) 包括利益 2025年７月期中間期 641百万円( 109.1％) 2024年７月期中間期 306百万円( －％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年７月期中間期 122.82 118.66

2024年７月期中間期 60.30 58.25

(注)当社は、2023年７月期中間期においては、中間連結財務諸表を作成していないため、2024年中間期の対前年中間期
増減率を記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年７月期中間期 12,757 5,727 42.0

2024年７月期 12,139 5,076 39.4
(参考) 自己資本 2025年７月期中間期 5,364百万円 2024年７月期 4,783百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2025年７月期 － 0.00

2025年７月期(予想) － 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年７月期の連結業績予想（2024年８月１日～2025年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,550 27.6 1,969 30.7 2,000 30.3 1,211 34.3 272.82
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 －社（社名） 、除外 －社 （社名） －

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年７月期中間期 4,679,480株 2024年７月期 4,655,210株

② 期末自己株式数 2025年７月期中間期 67株 2024年７月期 67株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年７月期中間期 4,657,121株 2024年７月期中間期 4,628,123株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間連結会計期間の経営成績の概況

当中間連結会計期間における日本経済は、企業の設備投資の拡大など堅調な内需により、緩やかに回復して

います。特に民間企業では、人手不足感の強まりを背景に、生産性向上のためのDX投資が引き続き拡大してい

ます。また、世界経済もインフレの落ち着きにより回復基調にありますが、政治情勢の不透明感や地政学リス

クなどにより、景気減速や為替変動の影響で国内経済が下振れる可能性もあります。

このような状況の中、当社グループはIT人材市場を中心に、当社社員および高度なフリーランス人材を活用

したコンサルティングサービスを展開しました。

この結果、当中間連結会計期間における当社グループの業績は、売上高16,033,415千円（前年同期比36.1％

増）、営業利益1,065,520千円（同92.7％増）、経常利益1,072,240千円（同96.6％増）、親会社株主に帰属す

る中間純利益571,965千円（同105.0％増）になりました。

なお、当社グループはプロフェッショナル人材ソリューション＆コンサルティング事業の単一セグメントで

あるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）当中間連結会計期間の財政状態の概況

（資産の部）

当中間連結会計期間末における流動資産合計は、前連結会計年度末と比べ、132,237千円増加し、9,817,217千

円となりました。これは主に、現金及び預金が335,524千円減少し、受注の増加等により受取手形、売掛金及び契

約資産が289,472千円増加、流動資産のその他に含まれる前払費用が154,440千円増加したことによるものであり

ます。

固定資産合計は、前連結会計年度末と比べ486,036千円増加し、2,940,360千円となりました。これは主に、オ

フィス移転に伴って有形固定資産（主に建設仮勘定）が185,120千円、投資その他の資産が314,004千円増加した

ことによるものであります。

この結果、当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ、618,274千円増加し、

12,757,577千円となりました。

（負債の部）

当中間連結会計期間末における流動負債合計は、前連結会計年度末と比べ、176,801千円増加し、5,445,830千

円となりました。これは主に、買掛金が196,948千円、預り金が490,474千円増加し、短期借入金が500,000千円減

少したことによるものであります。

固定負債合計は、前連結会計年度末と比べ209,023千円減少し、1,584,400千円となりました。これは主に、長

期借入金が182,409千円減少したことによるものであります。

この結果、当中間連結会計期間末における負債合計は前連結会計年度末と比べ、32,222千円減少し、7,030,230

千円となりました。

（純資産の部）

当中間連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ、650,496千円増加し、5,727,346千円

となりました。これは主に、親会社株主に帰属する中間純利益の計上により利益剰余金が571,965千円増加したこ

とによるものであります。

（キャッシュ・フローの状況）

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ、

335,524千円減少し、5,373,449千円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と

その主な要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は953,379千円となりました。（前年同期は47,528千円の獲得）

主な増加要因は、税金等調整前中間純利益1,018,063千円によるものであります。主な減少要因は、法人税等の

支払額272,943千円、売上債権の増加額322,130千円によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は518,929千円となりました。（前年同期は267,369千円の使用）

主な減少要因は、有形固定資産の取得による支出額135,052千円、投資有価証券の取得による支出額352,519千

円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は769,973千円となりました。（前年同期は757,277千円の獲得）

主な減少要因は、短期借入金の返済による支出額500,000千円、長期借入金の返済による支出額266,190千円に

よるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年７月期の連結業績予想は、2024年９月13日に公表しました「2024年７月期 決算短信」に記載のとおりで

あり、変更はありません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(2025年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,708,973 5,373,449

受取手形、売掛金及び契約資産 3,553,498 3,842,971

棚卸資産 65,716 111,382

その他 369,220 525,016

貸倒引当金 △12,429 △35,601

流動資産合計 9,684,979 9,817,217

固定資産

有形固定資産 334,933 520,054

無形固定資産

のれん 479,517 453,597

その他 29,602 42,433

無形固定資産合計 509,120 496,031

投資その他の資産 1,610,269 1,924,274

固定資産合計 2,454,323 2,940,360

資産合計 12,139,303 12,757,577

負債の部

流動負債

買掛金 2,091,959 2,288,908

短期借入金 1,200,000 700,000

1年内返済予定の長期借入金 366,615 282,834

未払法人税等 197,807 295,328

預り金 95,865 586,339

賞与引当金 93,019 100,974

その他 1,223,763 1,191,445

流動負債合計 5,269,028 5,445,830

固定負債

長期借入金 1,268,190 1,085,781

役員退職慰労引当金 100,375 88,850

退職給付に係る負債 97,372 106,923

資産除去債務 40,230 28,998

その他 287,256 273,847

固定負債合計 1,793,424 1,584,400

負債合計 7,062,453 7,030,230
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年７月31日)

当中間連結会計期間
(2025年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 55,689 60,175

資本剰余金 1,946,706 1,951,191

利益剰余金 2,781,055 3,353,020

自己株式 △323 △323

株主資本合計 4,783,128 5,364,064

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 46 114

その他の包括利益累計額合計 46 114

新株予約権 138 74

非支配株主持分 293,537 363,093

純資産合計 5,076,850 5,727,346

負債純資産合計 12,139,303 12,757,577
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年８月１日
至 2024年１月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

売上高 11,778,011 16,033,415

売上原価 8,929,199 11,700,737

売上総利益 2,848,812 4,332,678

販売費及び一般管理費 2,295,919 3,267,158

営業利益 552,892 1,065,520

営業外収益

受取利息 16 781

受取配当金 4 5

投資事業組合運用益 4,636 －

助成金収入 2,101 12,972

保険解約返戻金 － 8,000

その他 1,115 4,324

営業外収益合計 7,873 26,083

営業外費用

支払利息 7,380 15,326

事務所移転費用 7,817 －

投資事業組合運用損 － 4,022

その他 52 14

営業外費用合計 15,250 19,363

経常利益 545,515 1,072,240

特別損失

固定資産除却損 － 30,893

投資有価証券評価損 55,908 23,284

特別損失合計 55,908 54,177

税金等調整前中間純利益 489,607 1,018,063

法人税等 185,054 376,589

中間純利益 304,552 641,473

非支配株主に帰属する中間純利益 25,486 69,508

親会社株主に帰属する中間純利益 279,066 571,965
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年８月１日
至 2024年１月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

中間純利益 304,552 641,473

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,212 115

その他の包括利益合計 2,212 115

中間包括利益 306,764 641,589

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 281,253 572,032

非支配株主に係る中間包括利益 25,511 69,556
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2023年８月１日
至 2024年１月31日)

当中間連結会計期間
(自 2024年８月１日
至 2025年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 489,607 1,018,063

減価償却費 16,851 80,547

のれん償却額 13,283 25,919

貸倒引当金の増減額（△は減少） 276 23,172

受取利息及び受取配当金 △20 △787

支払利息 7,380 15,326

固定資産除売却損益（△は益） － 30,893

投資有価証券評価損益（△は益） 55,908 23,284

投資事業組合運用損益（△は益） △4,636 4,022

移転費用 7,817 －

売上債権の増減額（△は増加） △374,066 △322,130

棚卸資産の増減額（△は増加） △101,740 △45,665

仕入債務の増減額（△は減少） 204,214 196,948

未払費用の増減額（△は減少） 74,502 39,139

賞与引当金の増減額（△は減少） △79,367 7,955

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,900 △11,525

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,886 9,551

その他 △12,253 146,145

小計 299,772 1,240,861

利息及び配当金の受取額 20 787

利息の支払額 △7,380 △15,326

法人税等の支払額 △244,884 △272,943

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,528 953,379

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △20,592 △135,052

無形固定資産の取得による支出 － △44,300

投資有価証券の取得による支出 △348,692 △352,519

貸付金の回収による収入 65,039 －

投資事業組合からの分配による収入 1,977 2,625

敷金及び保証金の差入による支出 △1,087 △49

敷金及び保証金の回収による収入 － 15,391

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

92,117 －

非連結子会社株式の取得による支出 △49,000 －

その他 △7,131 △5,025

投資活動によるキャッシュ・フロー △267,369 △518,929

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △500,000

長期借入れによる収入 890,000 －

長期借入金の返済による支出 △142,310 △266,190

リース債務の返済による支出 △1,073 △12,690

ストックオプションの行使による収入 10,804 8,907

自己株式の取得による支出 △143 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 757,277 △769,973

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 537,435 △335,524

現金及び現金同等物の期首残高 4,026,429 5,708,973

現金及び現金同等物の中間期末残高 4,563,865 5,373,449



ＩＮＴＬＯＯＰ株式会社(9556) 2025年７月期 第２四半期（中間期）決算短信

9

（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計

方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社グループは、プロフェッショナル人材ソリューション＆コンサルティング事業の単一セグメントであるた

め、記載を省略しております。


